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□ 
新
し
い
展
示
室
へ

　

来
春
二
月
二
日
、
文
学
館
に
「
蛇
笏
・
龍
太
記
念
室
」

が
誕
生
し
ま
す
。
笛
吹
市
境
川
町
に
生
ま
れ
、
生
涯
を

こ
の
地
で
送
り
山
梨
の
自
然
・
風
土
を
十
七
文
字
の
俳

句
に
詠
み
続
け
た
二
人
の
俳
人
の
魅
力
を
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
し
い
記
念
室
で
は
、
二
人
が
過
ご
し
た
境
川
の
自

宅
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額
「
山
廬
」（
高
浜
虚
子
筆
、

山
の
中
の
住
ま
い
の
意
味
）
を
は
じ
め
、
代
表
句
を
し

た
た
め
た
直
筆
の
軸
や
短
冊
、
俳
句
や
随
筆
の
原
稿
、

書
簡
、
境
川
で
の
日
常
の
様
子
を
映
し
た
写
真
や
愛
用

の
品
（
硯
や
釣
竿
な
ど
）
も
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
一

葉
の
「
た
け
く
ら
べ
」、
芥
川
龍
之
介
の
「
鼻
」
の
原

稿
複
製
を
直
接
手
に
取
っ
て
朗
読
音
声
と
と
も
に
鑑
賞

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
照
明
も
工
夫
し
、
展
示

室
全
体
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
親
し
み
や
す
く
、
魅
力
的
な
展
示
室
と
な
っ

て
生
ま
れ
変
わ
る
文
学
館
へ
ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

□ 

飯
田
蛇
笏 

　

蛇
笏
は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
生
ま
れ
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
日
本
の
俳
壇
の
第
一
線
で

活
躍
し
ま
し
た
。

　

　

少
年
時
代
か
ら
文
学
に
親
し
み
、
早
稲
田
大
学
在
学

中
に
俳
人
高
浜
虚
子
に
師
事
し
て
才
能
を
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
大
学
を
中
退
し
帰
郷
し
ま
す
が
、
俳
句
へ
の
情

熱
は
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
り
、
大
正
時
代
に
「
芋
の
露

連
山
影
を
正
し
う
す
」
な
ど
の
俳
句
が
虚
子
に
高
く
評

価
さ
れ
、
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
蛇
笏
が
主
宰
す
る
雑
誌
「
雲
母
」
で
は
、
地
元

山
梨
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
の
多
く
の
俳
人
た
ち
が
指

導
を
仰
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

若
山
牧
水
、
三
好
達
治
、
岸
田
劉
生
な
ど
、
歌
人
や

詩
人
、
画
家
た
ち
も
蛇
笏
の
作
風
と
人
柄
を
慕
っ
て
集

ま
り
ま
し
た
。
中
で
も
作
家
の
芥
川
龍
之
介
と
は
深
い

共
感
を
寄
せ
合
い
、
文
通
を
重
ね
ま
し
た
。
昭
和
二
年

に
芥
川
が
自
殺
し
た
時
、
蛇
笏
は
「
た
ま
し
ひ
の
た
と

へ
ば
秋
の
ほ
た
る
哉
」
の
追
悼
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
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蛇
笏
の
俳
句
か
ら

芋
の
露
連
山
影
を
正
し
う
す

を
り
と
り
て
は
ら
り
と
お
も
き
す
す
き
か
な

く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り

お
く
霜
を
照
る
日
し
づ
か
に
忘
れ
け
り

誰
彼
も
あ
ら
ず
一
天
自
尊
の
秋

□ 

飯
田
龍
太

　

龍
太
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
蛇
笏
の
四
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
三
人
の
兄
を
病
死
、
戦
死
で

相
次
い
で
亡
く
し
、
飯
田
家
を
継
ぎ
、「
雲
母
」
を
継

承
し
ま
す
。
伝
統
派
の
若
手
俳
人
と
し
て
戦
後
俳
壇
に

鮮
や
か
に
登
場
し
、
以
後
昭
和
の
俳
壇
を
リ
ー
ド
し
続

け
ま
し
た
。
父
と
同
様
に
、
生
涯
を
故
郷
の
境
川
村
で

過
ご
し
、
清
新
な
抒
情
を
も
っ
て
郷
土
の
自
然
・
風
土

を
詠
み
ま
し
た
。

　

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
、九
百
号
ま
で
続
い
た
「
雲

母
」
を
終
刊
。
俳
句
へ
の
厳
し
い
姿
勢
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
以
後
沈
黙
を
守
り
、
二
〇
〇
七
（
平
成

十
九
）
年
二
月
二
十
五
日
、
八
十
六
年
の
生
涯
を
終
え

ま
し
た
。

　

井
伏
鱒
二
と
は
、
小
説
と
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
て
、
四
十
年
に
及
ぶ
親
愛
と
尊
敬
を
寄
せ
合
う
交

わ
り
を
結
び
ま
し
た
。
ふ
た
り
は
趣
味
の
渓
流
釣
り
の

同
行
者
と
し
て
も
し
ば
し
ば
、
山
梨
の
谷
川
を
共
に
歩

い
て
い
ま
す
。

龍
太
の
俳
句
か
ら

春
の
鳶
寄
り
わ
か
れ
て
は
高
み
つ
つ

紺
絣
春
月
重
く
出
で
し
か
な

大
寒
の
一
戸
も
か
く
れ
な
き
故
郷

一
月
の
川
一
月
の
谷
の
中

ど
の
子
に
も
涼
し
く
風
の
吹
く
日
か
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は

　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
日
（
火
）
で
す
。

開
館
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

休

館

日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）、
祝
日
の
翌
日

観

覧

料　

一
般　
　

三
一
〇
（
二
五
〇
）
円

　
　
　
　
　

大
・
高
生
二
一
〇
（
一
六
〇
）
円　
　
　

　
　
　
　
　

中
・
小
生
一
〇
〇
（
八
〇
）
円

（　
　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、

県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土

曜
日
無
料

六
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証　

等
持

参
）
は
無
料

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
ご
本
人
と

介
護
の
方
一
名
が
無
料
こ
の
ほ
か
、
県
立

美
術
館
と
の
お
得
な
常
設
展
共
通
券
も
あ

り
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
は
、
常
設
展
示

室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
閉
室
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
十
二
月
二
日
か
ら
は
、
常
設
展
観
覧
料
で
次

の
展
示
が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
「
収
蔵
名
品
展　

直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

会　

期　

平
成
二
一
年
十
二
月
二
（
水
）
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
八
日
（
日
）

会　

場　

企
画
展
示
室

�
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「大寒の一戸もかくれなき故郷」
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現
在
の
県
立
図
書
館
は
昭
和
四
十
五
年
に
建
て
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
り
県
民
の
皆
さ
ま

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
が
進
み
、
ま
た
閲
覧
室
や
書
庫
が
狭
い
こ

と
か
ら
、
新
た
に
県
立
図
書
館
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
に
は
、
公
共
交
通
機
関
が
集
中
し
、
早
期
に
建
設
に
着
手
で
き
る
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
北

口
の
県
有
地
を
活
用
し
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
や
専
門
家
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
整
備
計

画
に
基
づ
き
設
計
を
進
め
、
地
上
三
階
地
下
一
階
、
延
床
面
積
約
一
万
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
建
物
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
設
計
を
完
成
さ
せ
、来
年
度
着
工
、

平
成
二
十
四
年
秋
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。

　

新
県
立
図
書
館
は
、
県
民
の
学
習
・
文
化
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
山
梨

の
文
化
や
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
県
民
に
親
し
ま
れ
、
県
民
と
と
も
に
成
長
・

発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

建
物
の
設
計
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
利
用
で
き
る
、
明
る
く
親
し
み
や
す
い

図
書
館
を
基
本
に
、
平
面
や
外
観
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

□ 

施
設
の
特
徴

○
ま
ち
と
一
体
感
の
あ
る
施
設

　

甲
府
駅
側
の
南
面
と
西
面
に
は
ガ
ラ
ス
を
多
く
用
い
、
街
路
か
ら
館
内
の
活
動
が

見
え
る
よ
う
に
し
て
、
ま
ち
と
一
体
感
を
持
た
せ
ま
す
。

�
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新
県
立
図
書
館
設
計
の
概
要
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新
図
書
館
建
設
室 ―
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外観イメージ：南西側（甲府駅北口方向）から



○
環
境
に
や
さ
し
い
施
設

　

都
道
府
県
立
図
書
館
の
中
で
最
大
規
模
（
一
〇
五
ｋ
Ｗ
）
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
傾
斜
を
利
用
し
て
、
北
側

の
や
わ
ら
か
な
光
を
館
内
に
取
り
入
れ
る
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ
ト
（
高
い
位
置
に
設
け

た
窓
か
ら
の
採
光
）
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
壁
面
緑
化
を
導
入
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
や
館
内
の
温
度
上
昇
を
緩
和
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
と
東
の
ガ
ラ
ス
面

に
は
日
除
け
（
ル
ー
バ
ー
）
を
設
置
し
、
日
射
を
効
率
的
に
遮
蔽
し
ま
す
。

○
使
い
や
す
い
施
設

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示
や
多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
「
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
自
由
に
、

使
い
や
す
い
」
図
書
館
と
な
る
よ
う
工
夫
を
し
ま
す
。
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
が
新
県

立
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
と
し
て
使
え
ま
す
。

□ 

フ
ロ
ア
ー
紹
介

《
一
階
》

　

中
央
に
は
、新
聞
や
雑
誌
を
閲
覧
す
る
コ
ー
ナ
ー
と
、Ａ
Ｖ
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
利
用
で
き
る
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
を
配
置
し
、
北
側
に
配
置
す
る
児
童
コ
ー
ナ
ー

は
「
子
ど
も
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

ま
た
、企
画
展
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
利
用
で
き
る
多
目
的
展
覧
会
場
や
、グ
ル
ー

プ
学
習
な
ど
に
利
用
で
き
る
大
小
の
交
流
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
。

《
二
階
》

　

幅
広
い
分
野
の
図
書
や
、
山
梨
に
関
係
す
る
資
料
を
集
め
た
メ
イ
ン
の
閲
覧
エ
リ

ア
で
す
。

　

読
書
や
資
料
調
査
を
行
う
た
め
の
閲
覧
室
を
設
け
ま
す
。
調
べ
も
の
や
資
料
探
し

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、上
映
会
や
講
演
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
約
二
百
席
（
可
動
式
）
の
交
流
ホ
ー

ル
を
設
け
ま
す
。

《
三
階
》

　

静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
じ
っ
く
り
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
の
閲

覧
室
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ラ
ス
で
ゆ
っ
た
り
読
書
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
地
下
》

　

収
蔵
能
力
百
十
万
冊
の
う
ち
九
十
五
万
冊
を
収
蔵
す
る
閉
架
書
庫
は
、
温
度
や
湿

度
の
影
響
が
少
な
い
地
下
に
設
置
し
、
県
民
の
財
産
で
あ
る
図
書
館
資
料
を
保
存
し

ま
す
。

�
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
生
徒
の
多
様
化
、
生
徒
数
の
更

な
る
減
少
な
ど
、
本
県
の
高
校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
県
立
高

校
の
在
り
方
や
新
し
い
高
校
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
と

し
て
、
平
成
二
十
一
年
十
月
、「
県
立
高
等
学
校
整
備
基

本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

□
対
象
期
間

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

□
主
要
な
内
容

○
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

（
普
通
科
）

　

普
通
科
を
設
置
す
る
高
校
の
特
色
づ
く
り
と
し
て
、
今

後
も
、
単
位
制
、
コ
ー
ス
制
、
専
門
教
育
学
科
等
の
制
度

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

（
専
門
学
科
）

　

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
学
科
再
編
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
産
業
か
ら
の
人
材
要
請
に
応
え
う
る
施
設

や
設
備
の
充
実
、
基
礎
や
基
本
の
習
熟
を
図
り
ま
す
。

（
総
合
学
科
）     

　

こ
れ
ま
で
の
設
置
方
法
に
加
え
、
総
合
学
科
の
メ
リ
ッ

ト
を
普
通
科
の
改
編
に
活
用
し
、「
普
通
科
目
を
基
軸
に

し
た
総
合
学
科
」
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

（
総
合
制
高
校
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
特
色
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
全
体
と
し
て
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
定
時
制
・
通
信
制
）

　

定
時
制
全
体
の
将
来
を
見
通
し
た
再
編
整
備
を
検
討
し

ま
す
。
特
に
、
中
央
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
三
部
制
の

高
校
に
改
編
し
、教
育
環
境
の
整
備
や
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
中
高
一
貫
教
育
）

　

本
県
の
目
指
す
方
向
性
を
明
確
に
し
、
設
置
の
必
要
性

を
基
本
か
ら
洗
い
直
し
た
上
で
、
設
置
場
所
、
設
置
時
期
、

設
置
形
態
等
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

○
活
力
あ
る
高
校
づ
く
り

（
学
校
の
適
正
規
模
）

　

活
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
教
育
的
機
能
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
学
校
の
適
正
規
模
は
「
四
十
人
学

級
で
一
学
年
六
学
級
を
中
心
に
四
〜
八
学
級
」と
し
ま
す
。

（
学
校
の
再
編
整
備
）

　

学
校
の
適
正
規
模
を
確
保
す
る
た
め
に
、
統
合
再
編
だ

け
で
な
く
募
集
停
止
や
分
校
化
も
含
め
た
再
編
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
再
編
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
通
学
の
際
の
時
間

的
・
経
済
的
状
況
や
地
域
の
実
情
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地

域
の
意
見
も
十
分
に
聴
き
取
る
中
で
、
次
に
示
す
よ
う

な
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

【
再
編
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
】

(1)
適
正
規
模
に
満
た
な
い
学
校
及
び
本
構
想
期
間
内
に
適

正
規
模
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
学
校
を
再
編
整

備
の
対
象
校
と
し
ま
す
。

(2)
適
正
規
模
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
通

学
実
態
、
地
域
の
実
情
等
か
ら
再
編
整
備
が
困
難
な
と

き
は
、
対
象
校
か
ら
除
外
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
学
年
で
二
学
級
に
満
た
な
い
場
合
は
再
編

整
備
の
対
象
校
と
し
ま
す
。

○
地
域
と
の
連
携

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
）

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
進

路
を
主
体
的
に
選
択
し
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
己

実
現
を
図
る
た
め
に
必
要
な
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観

を
育
成
で
き
る
よ
う
、
中
学
校
・
高
校
・
大
学
の
連
携
を

強
化
し
ま
す
。

（
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
）

　

生
徒
が
職
業
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に

付
け
、
地
域
産
業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
上
級

教
育
機
関
や
地
域
産
業
と
の
連
携
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

  

今
後
は
、
本
県
の
高
校
教
育
が
活
力
に
満
ち
、
高
校
が

生
徒
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
本
構
想
に

基
づ
き
、
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

  

本
県
高
校
教
育
の
振
興
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
「
県
立
高
等
学
校
整
備
基
本
構
想
」
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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● 「県立高等学校整備基本構想」を策定しました ●

「
県
立
高
等
学
校
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
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新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 ―

  



【
事
業
の
概
要
】

　

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、「
将
来
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
育
成
を
目
的
に
職
業
教
育
を
主
と

す
る
学
科
に
対
し
、
研
究
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
、
全
国
か
ら
十
校
が
指
定
さ
れ
た
な
か
の
一
校
と
し
て

本
校
が
山
梨
県
で
初
め
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
研
究
の
特
徴
】

　

本
校
が
所
在
す
る
峡
南
地
区
に
は
、
和
紙
・
竹
炭
・
硯
・

印
章
な
ど
の
伝
統
的
地
域
産
業
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
や
若
年
労
働
者
の
流
出
が
著
し
い
た
め
、
地
域
産
業

の
地
盤
沈
下
や
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
部
横
断
道
の
整
備
・
静
岡
空
港
の
開
港
に
よ

り
、
全
国
各
地
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
国
・
欧
米
と
の
交

流
や
、
地
域
産
業
に
関
連
し
た
起
業
家
・
経
営
者
の
育
成

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
こ
の
研
究
で
は
四
百
有
余
年
の

長
い
伝
統
が
あ
り
、
全
国
の
書
道
家
や
書
道
愛
好
家
に
珍

重
・
愛
用
さ
れ
て
い
る
「
西
嶋
和
紙
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

本
校
商
業
科
「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
と
工
業
科
「
建
築

イ
ン
テ
リ
ア
科
」
が
連
携
・
協
力
し
、
和
紙
を
使
用
し
た

イ
ン
テ
リ
ア
製
品
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
、
企
画
か
ら
販

売
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
・
研
究
し
て
い
ま
す
。
科
目

や
教
育
課
程
の
研
究
・
開
発
に
よ
っ
て
、
起
業
や
職
業
意

識
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
向
上
さ
せ
、
地
域
産
業
に
関

す
る
体
験
学
習
や
市
場
原
理
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
地

域
産
業
に
関
連
し
た
経
営
者
・
起
業
家
の
育
成
と
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

【
研
究
の
目
的
】

　

こ
の
研
究
で
は
、
地
域
社
会
と
連
携
し
、
地
域
産
業
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う
な
商
品
開
発
と
、
地
域
産
業
に

関
連
し
た
知
識
と
技
能
を
持
っ
た
「
も
の
づ
く
り
・
人
づ

く
り
」
の
で
き
る
将
来
の
技
術
者
・
経
営
者
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。
工
業
や
商
業
の
教
科
を
超
え
た
連
携
と
各
々

の
特
徴
を
活
か
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
を
適

宜
行
う
こ
と
で
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
市
場
の
動
向
を
つ
か

み
、
和
紙
を
使
用
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
を
企
画
し
、
新

商
品
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
制
作

し
た
地
域
活
性
化
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
よ
っ
て
け
し
身
延
』

な
ど
を
活
用
し
て
広
告
宣
伝
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
、
和
紙
に
限
ら
ず
地
域
産
業
の
広
告
宣
伝
を

し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
市
場
の
動
向
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

対
応
で
き
る
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行

い
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
取
組
】

　

こ
の
研
究
は
、
七
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。

地
域
や
関
連
機
関
の
指
導
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
三
年
間

の
取
組
に
よ
り
、
地
域
産
業
に
関
連
し
た
経
営
者
・
起
業

家
育
成
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
確
立
と
、
地
域
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
を
進
め
、
身
延
・
峡
南
地
区
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

及
び
起
業
家
教
育
の
拠
点
校
を
目
指
し
ま
す
。

�

●「目指せスペシャリスト　〜スーパー専門高校〜（文部科学省）」事業の指定について ●

「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

〜
ス
ー
パ
ー
専
門
高
校
〜
（
文
部
科
学
省
）」
事
業
の
指
定
に
つ
い
て 
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□ 

事
業
の
概
略

　

こ
の
事
業
は
、「
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」
の
指
導
事
例
集
を
作
成
し
、
研
究
指
定
校
で

指
導
事
例
の
検
証
を
行
っ
た
、「
国
語
力
育
成
推
進
事
業
」

（
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
）
を
継
承
す
る
も
の
で
あ

り
、
検
証
成
果
を
も
と
に
修
正
し
た
指
導
事
例
集
を
活
用

し
て
、
各
学
校
で
実
践
的
か
つ
全
校
的
な
国
語
力
の
向
上

の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
本
県
高
校
生
の
国
語
力
を

確
実
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

□ 

研
修
会
・
報
告
会
か
ら

　

各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
実
態
に
即
し
、
特

色
の
あ
る
実
践
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
は
、
韮
崎
、
桂
、
富
士
河
口
湖
、
塩

山
、
谷
村
工
業
、
都
留
、
甲
府
第
一
の
、
二
十
年
度
に
は
、

上
野
原
、
白
根
、
石
和
、
山
梨
、
中
央
、
甲
府
工
業
の
各

高
等
学
校
が
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
高
等
学
校
の
発
表
は
、
生
活
体
験
発
表
大
会
の
指

導
を
通
し
て
取
り
組
ま
れ
た
内
容
で
、
事
業
の
目
標
（
仮

説
）
を
設
定
し
、
遂
行
に
関
し
て
の
諸
要
素
を
考
慮
し
た

周
到
な
計
画
に
基
づ
き
実
践
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

本
年
二
月
の
研
修
会
に
お
い
て
は
、
筑
波
大
学
名
誉
教

授
の
鳴
島
甫
氏
を
講
師
に
、「
確
か
な
国
語
力
の
育
成
に

つ
い
て
〜
新
学
習
指
導
要
領
と
の
関
係
か
ら
〜
」と
題
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
に
は
、
甲
府
東
、
韮
崎
工
業
の
二
校
か
ら
、

教
育
課
程
に
位
置
付
け
た
、
創
意
工
夫
の
あ
る
取
組
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
年
度
秋
の
中
間
報
告
会
に
お
い
て
は
、
文
化

庁
主
催
の
「
東
日
本
地
区
国
語
問
題
研
究
協
議
会
」、
独

立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
国
語
力
向
上

指
導
者
養
成
研
修
」
の
参
加
報
告
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
参

加
者
の
研
鑽
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

 

□
「
言
語
活
動
の
充
実
」
へ

　

平
成
十
六
年
の
文
化
審
議
会
答
申
「
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に
つ
い
て
」
で
、
国
語
の
果
た
す

役
割
と
そ
の
重
要
性
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
教
育
内
容
の
主

な
改
善
事
項
に
、「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
盛
り
こ
ま
れ

て
お
り
、
国
語
を
は
じ
め
各
教
科
等
で
批
評
、
論
述
、
討

論
な
ど
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
本
年
二
月
策
定
の
「
や
ま
な
し
の

教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
で
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
の
育
成
」
と
と
も
に
、「
国
語
力
等
の
向
上
」
を
取
り

上
げ
、「
山
梨
県
学
校
教
育
指
導
重
点
」（
高
等
学
校
）に
も
、

「
言
語
活
動
や
読
書
活
動
を
充
実
さ
せ
、
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
て
国
語
力
の
向
上
に
努
め
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

□ 

ま
と
め　

　

今
年
度
は
事
業
の
集
大
成
の
年
と
な
り
、
中
間
報
告
書

も
最
終
年
度
を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
る

二
月
四
日
に
は
、
外
部
の
識
者
に
よ
る
講
演
会
と
、
五
校

の
実
践
報
告
か
ら
な
る
総
括
の
研
修
会
・
報
告
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
た
め
、

そ
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。 

�

● 国語力向上実践事業の紹介 ●

中央高等学校の発表

鳴島教授の講演

国
語
力
向
上
実
践
事
業
の
紹
介

―
 

高
校
教
育
課 ―



　

シ
ア
ト
ル
美
術
館
は
、
ア
メ
リ
カ
の
西
北
端
に
位

置
す
る
シ
ア
ト
ル
に
、
地
質
学
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

フ
ラ
ー
と
母
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
一
九
九
三
年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
約
七
千
件
の
日
本
・
東
洋
美

術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
り
、
本
展
で
は
、
そ
の
中
か

ら
約
百
件
の
優
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
館
の
ま
と

ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ア
メ
リ
カ
国
外
で
公
開
さ

れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

  

充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
創
設
者
の
フ
ラ
ー
と

フ
ラ
ー
の
も
と
で
副
館
長
を
勤
め
た
シ
ャ
ー
マ
ン
・

リ
ー
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
二
人
が
収
集
し
た
優
れ

た
作
品
は
、
日
本
に
あ
れ
ば
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
よ
う
な
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

今
回
出
品
さ
れ
る
作
品
の
中
で
特
に
優
れ
た
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
美
術
で
は
鎌
倉
時
代
の
「
地

獄
草
紙
断
簡
」
や
「
駿
牛
図
」、
漆
工
芸
の
「
浦
島

蒔
絵
手
箱
」
な
ど
の
名
高
い
作
品
が
本
展
に
里
帰
り

出
品
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
俵
屋
宗
達
が
金
銀
泥
で
鹿

を
描
き
、
本
阿
弥
光
悦
が
新
古
今
集
の
和
歌
を
書
写

し
た
「
鹿
下
絵
和
歌
巻
」
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
和
歌
と
画
の
見
事
な
調
和
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
も
と
は
二
十
二
メ
ー
ト
ル
の
巻
物
が
切

断
さ
れ
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
に
後
半
部
分
が
分
断
さ

れ
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山

梨
県
勝
沼
町
の
甲
斐
万
福
寺
旧
蔵
の
「
源
誓
上
人
絵

伝
」
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
現
存
す
る
作
品
は
二
幅
で

シ
ア
ト
ル
美
術
館
の
ほ
か
東
京
藝
術
大
学
に
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
本
展
で
は
両
方
と
も
出
品
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
対
比
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、江
戸
時
代
の「
烏
図
」や「
竹

に
芥
子
図
」
な
ど
、
卓
抜
し
た
意
匠
性
が
目
を
引
く

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

  

中
国
の
古
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
の
充
実
し
た
陶

磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
も
、
青
銅
器
や
漆
器
、
金

銀
器
、
そ
し
て
元
、
明
、
清
代
の
書
画
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
韓
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
や
地
域
の
特
徴
を
物
語
る
多
彩
な
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
「
美
し
き
ア
ジ
ア
の
玉
手
箱
」

と
い
え
る
日
本
・
東
洋
美
術
の
名
品
の
数
々
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

  

展
覧
会
期
中
に
は
、
本
展
監
修
者
に
よ
る
記
念
講

演
会
の
ほ
か
、
新
春
館
長
ト
ー
ク
、
映
画
会
、
学
芸

員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間　

十
二
月
二
十
三
日
（
水)

〜

　
　
　
　
　

二
月
二
十
八
日
（
日
）

開
館
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
　

 　

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

�

●シアトル美術館所蔵　日本・東洋美術名品展　　美しきアジアの玉手箱 ●

鳥図　六曲一双［右隻］　江戸時代　１７世紀前半

Photo: Seiji Shirono. National Institute for Cultural Properties, Tokyo

シ
ア
ト
ル
美
術
館
所
蔵　

日
本
・
東
洋
美
術
名
品
展　
　

美
し
き
ア
ジ
ア
の
玉
手
箱

―
 

県
立
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術
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本
県
で
は
、
国
の
「
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

教
育
支
援
事
業
交
付
金
」
を
活
用
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
推
進
事
業
」を
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
一
人
ひ
と
り
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
ら
考
え
判
断
す
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、各
小
中
学
校
、

高
等
学
校
が
こ
れ
に
係
る
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
具
体
的
な
内
容
は
表
に
示

し
ま
し
た
が
、
市

町
村
へ
の
補
助
金

交
付
事
業
、
県
立

学
校
へ
の
交
付
金

交
付
事
業
、
そ
し

て
高
校
教
育
課
と

義
務
教
育
課
が
主

催
す
る
教
員
研
修

事
業
や
教
材
作
成

事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度

ま
で
の
三
年
間
に

公
募
で
行
わ
れ
た

補
助
金
交
付
事
業

は
、
中
学
校
三
校

で
小
型
風
力
発
電

装
置
や
風
力
・
太
陽
光
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
、燃
料
電
池
学
習
教
材
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
近
に
感
じ
、
そ
の
し
く
み
を

学
習
す
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
多
く
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

の
教
材
の
作
成
・
配
布
と
、
購
入
し
た
教
材
を
教
育
事
務

所
に
置
き
、
小
中
学
校
へ
貸
し
出
し
を
行
う
事
業
へ
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
付
金
交
付
事
業
で
は
、
各
高
校
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
、
ペ
ル
チ
ェ
素
子
の
よ
う
な
新
素
材
や
原
子
力

に
関
す
る
教
材
の
購
入
、
近
隣
の
発
電
所
や
科
学
館
等
へ

の
見
学
研
修
の
実
施
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
当
初
三
校
だ
っ
た
見
学
研
修
は
、
現
在
八
校
が

実
施
し
て
お
り
、
科
学
館
等
が
中
心
だ
っ
た
研
修
先
も
、

黒
部
ダ
ム
や
核
融
合
研
究
所
等
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
教
材
を
活
用
し
た
授
業
や
体
験
は
、
生
徒
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
学
習
内
容
を
、
よ
り
深
め
る
の
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
課
で
は
必
要
に
応
じ
て
教
員
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
発
電
所
で
最
新
の
発
電
技
術
に

つ
い
て
、
電
力
中
央
研
究
所
で
発
電
の
基
本
原
理
や
放
射

線
の
利
用
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

研
修
成
果
は
、
日
頃
の
授
業
の
中
で
生
徒
に
還
元
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」は
、私
た
ち
の
生
活
に
も
深
く
関
わ
り
、

今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、今
後
私
た
ち
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
」
と
真
剣
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
こ
の

事
業
を
通
し
て
、
本
県
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10

● エネルギーの現在を知り、未来を考える力をはぐくむ「エネルギー教育推進事業」 ●

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
在
を
知
り
、
未
来
を
考
え
る
力
を
は
ぐ
く
む
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
事
業
」

―
 

高
校
教
育
課 ―

表：エネルギー教育推進事業の概要

授業や研修での実習風景

ハイブリット発電システム



県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指す

「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　当館は平成 11 年 10 月に印傳屋本店 2 階に開設さ

れ、10 周年を迎えました。主な収蔵品は古典の技法

を伝える印傳の作品を中心に鹿革、その他の関連工芸

品及び道具や参考資料等を収蔵しております。これら

の資料は年間 4 回程度、技法・用途・模様等のテー

マに従って展示替えされて、陳列しています。

　甲府駅からも近いため、山梨の伝統的工芸品や地域

産業、職場見学等に関する校外学習に御来館頂いてお

ります。

　なお、製作工程の見学を希望する場合は、甲府市川

田町の印傳

屋本社工場

に御連絡く

ださい。

住　所　甲府市中央 3-11-15

　　　　印傳屋本店 2 階

電　話　055-233-1100

　　　　055-220-1621（音声案内）

担当者　出澤・田所

休館日　年末年始・展示替え期間

入館料　大人 200 円・小中学生 100 円

　　　　（入館料の免除について HP を参照）

駐車場　無料（普通車 20 台、大型バス 1 台）

ＵＲＬ　http://www.inden-museum.jp

　当館は、水晶貴石細工、甲州印伝、甲州手彫り印章
をはじめとする山梨県内の伝統的工芸品 12 品目の歴
史、原材料、制作工程及び作品などを展示しています。
　また、伝統工芸を活かした小・中学校向けの体験学
習プログラムも実施しています。
体験内容（要予約）
・貴石画作り　：定員150名　料金600円～
・オリジナル万華鏡作り
　　　　　　　：定員150名　料金1500円
・オリジナルストラップ作り
　　　　　　　：定員100名　料金800円～
＊所要時間はいずれも１時間

住　所　笛吹市石和町四日市場 1566
電話番号　055-263-6741  
ＦＡＸ　055-263-6742
担当者　中山
休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　祝日の翌日、年末年始
入館料　一般 300 円、大高生 250 円、小中生 100 円
　　　　団体 (20 名以上 ) は 50 円割引
　　　　（免除制度有り）
駐車場　無料（普通 50 台、バス 10 台）
ＵＲＬ　http//www2.odn.ne.jp/crafts-yamanashi

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

 印傳博物館　（甲府市）

やまなし伝統工芸館（山梨伝統産業会館）　（笛吹市）

伝統工芸館外観 体験学習プログラム 貴石画作り

博物館外観 山市印燻革羽織



　近年、青少年が被害者となる事件が多発していま

す。

　山梨県青少年保護育成条例は、青少年を取り巻く

望ましくない社会環境から青少年を保護し、次代を

担う青少年の健やかな育成を図るために制定されま

した。

　青少年が心身ともに健やかに成長することは県民

すべての願いであり、責務でもあります。事業者は

もちろんのこと、保護者・地域住民・学校・青少年

育成団体をはじめ全ての県民が一丸となって、青少

年を見守り、健やかにはぐくんでいきましょう。

■深夜外出の制限

○保護者は特別な事情がなければ、深夜（午後１１

時から午前４時まで）青少年を外出させてはなり

ません。

○だれでも、正当な理由なく、深夜に青少年を連れ

出すことは禁じられています。

○コンビニや飲食店など深夜営業を行う事業者は、

深夜、施設内にいる青少年に帰宅を促すよう努め

なければなりません。

■深夜の入場禁止

○カラオケボックス、インターネットカフェ、マン

ガ喫茶などの経営者や従業員が、深夜に青少年を

当該施設に入場させることを禁じています。

※これらに違反すると罰金が課せられることがあり

ます。

※この条例で、青少年とは１８歳に満たない者をい

います。

　甲府市内某所—。ひと月に数回、日付が変わる頃、ちょ
っとした賑わいをみせる。
　午後１１時３０分過ぎ、その暗さに昼間の様子とは全く
違うことを改めて感じさせられる。たいていの場合、私が
車を降りてから目指す場所には先客が座っている。「こん
ばんは」「二宮です」「あっ、なぁんだ、別に無理して来な
くてもいいのに」「いやぁ、まぁ、お祭りみたいなもんで
すから」等々、挨拶とたあいもない会話が続く。その後、
会話の内容は少しずつ焦点化される。それは、前回のこと、
その後の練習を見に行っての様子や感想などである。時に
は同じ目的で集まっている人同士で話に花が咲く。人それ
ぞれに感じ方が違う部分もあるが、そこにある「想い」は
きっと同じだ。ある種、至福の時を過ごしている感がある。
　日付が変わった頃、それぞれシートやテープで場所を確
保する。駐車場では車の発進する音が聞こえ始める。われ
われも一時帰路につく。そして数時間後。すっかり明るく
なったその場所でご機嫌な人たちと再び顔を合わせる。青
いユニフォームを身に纏った人々が波のように押し寄せて
くる。今年はＪ１復帰を目指し、熱い応援の日々が続く。
　ここは—小瀬スポーツ公園陸上競技場—。色鮮やかな緑
と目映いばかりの青が交錯する場所。サッカーの「聖地」、
「劇場」とも形容される場所。やがて１２月の声を聞くと『お
祭り』も中断してしまう。しかし、来年の３月のシーズン
開幕には、その鮮やかさも目映さもさらに増して、私たち
を迎えてくれることだろう。来年はどこの競技場に青い旗
がひるがえるのか、今から不安でもあり、楽しみでもある。

（甲斐市立竜王西小学校）

　「ハァ、ハァ、もう歩けない！」そんな思いで、１０月

中旬に校長先生と学年職員が道志村の菜畑山と今倉山に登

った。受け持つ２学年の宿泊学習の下見である。下見での

自分たちのつらさを考えたとき、このコースの登山は難し

い気もしたが、宿泊学習の隠れたテーマは「サバイバル」。

いろいろ相談した結果、現代っ子にはこのくらいの試練は

必要と言うことになり、登山も含めて計画通り実施するこ

にした。宿泊学習の当日、そば打ち体験、魚釣り体験の後、

釣った魚を自分たちで裁き、学校で穫れた米と釣った魚、

そして、考えたメニューでの夕食となった。火おこしから

始まり、調理終了まで、先生方の手を借りることなく、「自

分たちで何とかする」という３時間の格闘の結果、何とか

全員夕食にありつけた。夕食後は近くの温泉で、露天風呂

に芋を洗うようにつかっている男子全員の光景は滑稽でも

あり、ほのぼのさせられた。次の日の朝食は、缶詰とご飯、

昼食のおにぎりも自分たちで作り、登山に挑んだ。７時間

の行程であったが、予想に反し軽々とこなしてしまう子供

たちのパワーには驚かされた。

　今回の宿泊学習を通して、子どもたちの楽しそうな笑顔

と、逞しさ、自主的な行動、友達への気遣いなど学級の中

では見ることのできない表情を見ることができた。下見の

苦労や今回の宿泊学習の計画を立てたことが有意義であっ

たと実感できる１日であった。

（大月市立大月第一中学校）

らくがき

「某所ニテ」

二宮　直人

「テーマはサバイバル」

森　卓弥
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● らくがき・〜青少年の健やかな成長のために〜　ご存じですか？青少年保護育成条例 ●

〜青少年の健やかな成長のために〜

ご存じですか？青少年保護育成条例
社会教育課



　本校は、静岡県との県境の町、南部町の最南端に位

置している全校児童 35 名の小規模校です。

　校庭の西側には、樹齢約 300 年の「ヒイラギモク

セイ」の木が立っており、学校のシンボルツリーとし

て、地域の方々や子どもたちに親しまれています。

　子どもたちは、木にちなみ、自分たちを「ひいらぎっ

子」と名付け、行事や児童会の活動などにも「ひいら

ぎ」の名前を入れ、この木とともに学校生活を送って

います。

　そんな学校生活の中で最も大きな行事と言えるのが

「ひいらぎ祭」です。この祭りは、今年で 27 回目を

迎える学芸発表会です。合唱や合奏、各学年の演劇発

表、児童会の取組みの紹介などを、学校と地域が一体

となって行っています。

　最近では、児童会が中心になり「ひいらぎを守ろう

キャンペーン」を立ち上げ、ひいらぎ祭で地域の方に

もアルミ缶回収を呼びかけ、樹勢の弱まってきた木を

救うためにたくさんの方に協力をしていただいていま

す。

　本校はこれからも、ひいらぎとともに歩んでいきた

いと思います。

　桂の教育は、「心」をテーマにしています。桂の木

の葉がハートのかたちをしていることから「桂って

ハートなんだ！」が合い言葉です。今回は「心」をテー

マに実践している様々な教育活動のなかから、代表的

なものを紹介します。

○心を耕す読み聞かせの時間「MIND」

　水曜日の朝 8 時 35 分、SHR の時間がはじまると、

音楽とともに心に響く文章の朗読がはじまります。

先生方や生徒が選んだ様々な分野からの文章を図書

委員が朗読します。

○出前授業

　地域の中学校との交流や連携を深めるために、都

留市内と西桂町の中学校へ出前授業を行っていま

す。心を込めたサービスを心がけています。

○小・中学生の高校見学

　小・中学生を桂高校に招いて、高校生活を体験し

てもらう機会としています。小学校の児童たちと触

れあう本校生徒の笑顔や、高校生に混じって一緒に

勉強している児童の姿には心温まる思いがします。
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● 学校紹介／南部町立万沢小学校・県立桂高等学校 ●

「MIND」朗読をする図書委員 出前授業（都留第二中学校） 小学生の高校見学

校庭のひいらぎの木 ひいらぎ祭演劇「時をこえる想い」

桂ってハートなんだ！
県立桂高等学校

明るく元気なひいらぎっ子　〜ひいらぎとともに〜 
南部町立万沢小学校



　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
学
校
教
育
に
は
、
知

識
基
盤
社
会
や
国
際
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
と
そ
れ
を
活

用
す
る
力
の
育
成
を
は
じ
め
、
社
会
的
規
範
意
識
や
公
共

の
精
神
の
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
学
校
内
外
お
け
る
体

験
的
な
活
動
の
工
夫
な
ど
、
多
様
な
教
育
活
動
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
校
教
育
に
か

か
わ
る
今
日
的
な
課
題
を
踏
ま
え
、
教
職
員
の
資
質
の
向

上
と
意
識
改
革
を
図
り
、
児
童
生
徒
に
「
確
か
な
学
力
」

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
め
る
よ
う
、
多
様
な
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
育
経
営
や
経
年
な
ど
の
必
修

研
修
と
教
科
等
や
教
育
課
題
な
ど
の
希
望
研
修
に
分
類

し
、
管
理
職
、
主
任
等
の
研
修
や
五
年
経
験
者
、
十
年
経

験
者
、
教
科
等
の
研
修
、
教
育
相
談
や
特
別
支
援
教
育
、

情
報
教
育
に
か
か
わ
る
延
べ
三
百
三
十
五
の
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
大
学
の
教
授
な
ど
、
専
門
的
な
立
場
の
講
師

に
よ
る
講
座
と
学
校
等
で
優
れ
た
取
組
を
し
て
い
る
教
員

の
報
告
な
ど
を
中
心
と
し
た
実
践
的
な
講
座
な
ど
を
行

い
、
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
夏
季
休
業
期
間
を
中
心
に
行
い
、
受
講
者
は
、
延

べ
人
数
で
約
一
万
三
千
名
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
度
実
施
し
た
主
な
研
修
を
紹
介
し
ま

す
。

○ 

新
任
道
徳
主
任
（
道
徳
教
育
推
進
教
師
）
研
修
会

　

新
任
道
徳
主
任
及
び
道
徳
主
任
を
対
象
と
し
た
研
修
会

で
す
。
道
徳
主
任
の
役
割
と
実
務
は
も
と
よ
り
、
道
徳
授

業
演
習
、「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
道
徳
教
育
の
展

開 

、
道
徳
指
導
案
の
作
成
演
習
な
ど
四
日
間
に
及
ぶ
研

修
で
す
。
講
師
に
は
、
県
外
か
ら
優
れ
た
実
践
を
し
て
い

る
教
員
や
、「
詩
の
朗
読
と
道
徳
」
に
つ
い
て
講
義
を
い

た
だ
い
た
金
田
賢
一
氏
な
ど
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
受
講

者
も
八
十
二
名
と
な
り
道
徳
教
育
の
基
本
的
事
項
及
び
指

導
上
の
諸
問
題
、
道
徳
教
育
推
進
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
実
践
的
指
導
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○ 

新
聞
の
教
育
利
用
研
修
会

　

児
童
生
徒
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
成
す
る
た

め
に
、
新
聞
の
教
育
利
用
の
在
り
方
や
そ
の
実
践
的
な
取

組
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
教
師
の
指
導
力
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
度
新
設
さ
れ
た
研
修
で

す
。
大
学
教
授
や
新
聞
記
者
、
実
践
経
験
を
持
つ
教
員
が

講
師
と
な
り
、
受
講
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。
次
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

○ 

外
部
共
催
研
修

　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
科
学
館
や
森
林
総
合
研
究
所
、

環
境
科
学
研
究
所
、
博
物
館
等
外
部
機
関
と
共
催
で
十
一

の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
機
関
は
教
員
の
た
め
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
実
習
を
通
し
た
体
験
的
な

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
考
古
博
物
館
と
も

共
催
で
実
施
し
ま
す
の
で
よ
り
多
く
の
教
員
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
教
員
の
研
修
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
質
の
向
上

を
図
り
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
、
よ
り
質
の
高
い
研

修
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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● 教員の資質向上を図るための研修 ●

研修会の様子

     

教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

―
 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
指
導
部 ―



『レファレンスの道具箱＊＊＊テーマ別調べ方ガイド＊＊＊』

◇山梨の民話について調べる◇
山梨県立図書館　

 参考図書で調べる
『民話・昔話全情報 2000-2007』  （日外アソシエーツ／編集・発行　2008）

国内で刊行された民話・昔話関連書を地域別に配列した図書目録です。

事項名索引があります。

『民話・昔話集内容総覧』  （日外アソシエーツ／編集・発行　2003）

国内で刊行された民話・昔話の全集・叢書類の内容細目を県別に配列しています。

作品名索引があります。

 山梨県全域から調べる
『日本昔話通観　第１２巻　山梨・長野』 （同朋舎出版／編集・発行　1981）

近世以前から伝承した昔話の索引があります。

『山梨県の民話　笛吹権三郎と笛吹川ほか』  （日本児童文学者協会／編　偕成社　1982）

巻末に山梨県の民話地図と各民話の解説があります。山や峠にまつわる話、川･湖･泉にまつわる話などテーマ別です。

『読みがたり山梨のむかし話』  （山梨国語教育研究会／編　日本標準 2004）

小･中学校教諭が採話し、もとの話の語り口を生かして編集された 1975 年発行の改訂版です。めでたしめでたしの話、

こわい話などに分けられています。

『山梨県の民話と伝説』  （土橋里木／著　有峰書店　1979）

山梨の民話・伝説の比較論評、考察が述べられています。巻末索引があります。

 地域別に調べる
『ふるさとやまなしの民話』 （山梨県連合婦人会／編集・発行　1989）

地域別に配列されているので目次で地域毎に一覧できます。

『甲斐路ふるさとの民話と民謡』 （山梨県／編集　山梨日日新聞社　1991）

こちらも地域別に配列されています。

『長坂のむかし話』 （長坂町教育委員会／編集　長坂町役場　2000）

『みさかの民話』（ブランコの会／編・発行　1985）

『ふるさと・山梨市　万葉浪漫カルタと民話』
（山梨市民まつり実行委員会／編集　山梨　　ふるさと文庫　1993）

『ふるさと中富のはなし』
（ふるさと中富のはなし編集委員会／編集　中富町教育委員会　2003）9）

『ふじごこふるさとむかしばなし　第１集』 （富士五湖広域行政事務組合　1994）

☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

 インターネットで調べる  
 山梨の民話を紹介したサイトがあります。

「うっちーの甲州弁研究所　山梨の民話」

http : / /Kosyu-dialect .hp . infoseek.co. jp/minwaindex.htm
☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。
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● レファレンスの道具箱　テーマ別調べ方ガイド ●



山梨の文化財

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）・
種
別
：
土
木
構
造
物

　
　

屋や

し

き

い

り

さ

わ

だ

い

な

な

ご

う

い

し

え

ん

て

い

敷

入

沢

第

七

号

石

堰

堤

（
平
成
二
十
一
年
八
月
七
日
登
録
）

　

屋
敷
入
沢
第
七
号
石
堰
堤
は
、
富
士
川
水
系
金
川
の
支
流
、
屋
敷
入
沢
の
最
下
流
部
に
あ
る
。

屋
敷
入
沢
に
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
（
１
）

空
石
積
み
の
砂
防
堰
堤

が
多
数
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
第
七
号
石
堰
堤
は
、
そ
の
中
の
基
幹
的
砂
防
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　

竣
工
は
、
明
治
四
十
三
年
。
堤
防
は
、
長
さ
六
十
五
・
五
ｍ
、
高
さ
六
・
四
ｍ
、
水
通
し
の
形

は
逆
台
形
で
、
下
流
側
に
導
水
の
た
め
の
石
垣
、
水
叩
を
有
し
て
お
り
、
屋
敷
入
沢
に
あ
る
石

積
み
の
堤
防
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

　

石
積
形
式
は
、
（
２
）

谷
積
で
、
割
石
を
使
用
し
て
い
て
石
積
の
平
均
的
な
寸
法
は
、
八
十
㎝

×
三
十
㎝
と
な
っ
て
い
る
。

堤
防
本
体
が
緩
勾
配
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
川
の
流
れ
が
安
定
し
、
地
す
べ
り
に

よ
る
土
砂
災
害
か
ら
集
落
を
守
る
な
ど
、

今
も
な
お
、
砂
防
施
設
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
し
て
い
る
。

　

水
通
し
下
流
の
法
面
の
流
水
部
で
石
材

の
表
面
が
摩
耗
し
て
い
る
も
の
の
保
存
状

態
は
良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
有
形

文
化
財
の
登
録
基
準
の
う
ち
、「
国
土
の

歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」
に

該
当
す
る
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　（
１
）
空
石
積
と
は
、
石
と
石
を
じ
ょ
う
ず
に
組
み
合
わ
せ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
固
め
ず
に
積
み
上
げ
る
も
の

で
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

例
と
し
て
は
、
城
郭
の
石
垣
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
谷
積
と
は
、
石
積
み
石
の
接
合
部
が
水
平
面
と

四
十
五
度
程
度
に
傾
く
よ
う
に
積
む
積
み
方
を
い
う
。

作品タイトル

「ごちそうがいっぱい」
　５月に野原で草花遊びをしたり、学校や
家のまわりの花や草、木の葉を使ってごち
そうを作ったりしました。
　わたしは、家の庭や畑につつじやスミレ
や菜の花が咲いていたので、いっぱい集め
て、カラフルで豪華でおいしそうになるよ
うに工夫しました。
　「えいよういっぱいべんとう」とサラダ
とデザートもできました。
　おいしそうにできてうれしかったです。

指導者　坂本千津子　教諭

表紙を飾る

北
杜
市
立
高
根
東
小
学
校

　

第
一
学
年土　

屋　
　

環

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
九
号
）
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日　

発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会　

編
集
／
教
育
庁
総
務
課　

〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
美
し
き
ア
ジ
ア
の
玉
手
箱

  

シ
ア
ト
ル
美
術
館
所
蔵 

日
本
・
東
洋
美
術
名
品
展
」

12
／
23
〜
2
／
28

県
立
考
古
学
博
物
館

■
企
画
展

「
甲
府
市
内
の
出
土
品
Ⅱ～

表
門
郷
も
の
が
た
り
～
」

12
／
12
〜
1
／
31

■
企
画
展

「
第
７
回
わ
た
し
た
ち
の
研
究
室
」
展
示
会

2
／
9
〜
3
／
7

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展

「
神
か
？
獣
か
？
キ
神
降
臨
」

12
／
9
〜
1
／
25

■
企
画
展

「
世
界
遺
産　

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
展

  

ア
ジ
ア
の
大
地
に
咲
い
た
神
々
の
宇
宙
」

2
／
4
〜
3
／
22

県
立
文
学
館

■
特
設
展

文
学
館
開
館
20
周
年
記
念
展
示

「
収
蔵
名
品
展　

直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

12
／
2
〜
2
／
28

■
常
設
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「
Ｈ
．
Ｃ
．
ア
ン
デ
ル
セ
ン
人
魚
の
お
姫
さ
ま
」

2
／
2

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html


